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　賃金確定闘争に向けて組合員の意見を集約するためにアンケート（※10 月 15 日締切）を実施します。身近な職場の
悩みから特別休暇制度の拡充に関することのほか、組合に期待することなど自由に声をお寄せください。
　アンケートは下記の URL または QR コードを読み取り、スマホ等から回答をお願いします。また、アンケートにご
協力頂いた方には抽選で景品を贈呈いたします。
※職場の PC からの回答はお控えください。
※景品については仕入先の在庫変動の都合上、予告なく変更となります。

賃金確定闘争に向けた

アンケートに

お答えいただいた方から

景品を差し上げます！

総勢     　   名様に100

https://bit.ly/3esBoQq

WEB アンケート
ご協力のお願い

みなさんの声をお聞かせください！

＊商品や色については選べませんので予めご了承ください。

EARTHLIGHT COFFEE おためしパック
Yokos Cookies
ハーゲンダッツギフト券
トネノワ 国産はちみつ ～百花蜜～
OTA KNIT ファインウール dot マフラー
そらのほし農園 もち麦

【景品例】

WEB アンケート
　回答期間

10/15～ （土） など

回答はこちらから

約

5
min

所要時間

全 10 問
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【野球】太田市職労、全国３位！前回王者破り雪辱果たす

初戦、対高知県戦　場外満塁ホームラン飛び出し快勝
　大会初日の９日（金）、初戦となる高知県職連合戦は３回まではお互いが得点ならず、息の詰まる投手戦となったが、
４回表に太田市職労が先制。５回表にも４番早川（危機管理室）が場外へ満塁ホームランを放ち、高知県職連合を突
き放した。太田市職労は打っては７得点、投げては３人の投手リレーで完封という高いチーム力を見せ、７ -０で勝利
した。（７-０○）

　2020 年９月９日（金）～11 日（日）、新潟県にて「第 32 回全日本自治体職員等野球選手権大会 全国優勝大会」が
開催され、太田市職労（太田市役所軟式野球部）はベスト４入りを果たした。全国優勝大会は新型コロナウイルスの
影響により、2020 年に予定されていた野球大会が 2021 年に延期されるも開催できず、4 年ぶりの開催となる。大会
２回戦では前回大会（2018 年）の決勝で惜敗した松戸市職労に勝利し、雪辱を果たした。

２回戦、運命の松戸市職労戦　２時間 50 分の熱戦制し延長サヨナラ勝利
　大会２日目となる 10 日（土）、２回戦の松戸市職労（千葉）戦は中盤までは両チーム３安打ずつと堅い守備で互角
の展開が続いた。中盤に危うい場面を迎えたが堅実な守りで無得点のまま８回を終え、９回からタイブレークに突入。
９回は両チーム満塁となるも双方無得点に終わる。続く 10 回裏、太田市職労は７回から代わった投手の宮下（スポー
ツ振興課）が内野ゴロの間にホームインし、2 時間 50 分の激闘の末、史上初の３連覇がかかっていた松戸市職にサヨ
ナラ勝ちで競り勝った。（１-０○）
　３回戦は太田市職労が 12－２で佐賀広域消協に勝利。先制を佐賀広域消協に許すも対する太田市職労は、３回裏に
連続フォアボールなどで広げたチャンスを活かして同点に追いつくと、この回押し出しも絡み一挙 10 得点で試合を
ひっくり返す。佐賀広域消協は５回表にソロホームランが飛び出すも、その裏、太田市職労が２点を追加し５回コー
ルドで試合を決めた。（12-２○）

準決勝、北広島市職労に一歩及ばず　１点差まで詰寄るも時間切れ惜敗
　最終日となる大会３日目。準決勝戦、北広島市職労（北海道）を相手に先制したのは太田市職労。４回表、１番山本（ス
ポーツ振興課）が四球で出塁すると、送りバントと内野ゴロでツーアウト３塁とし、４番早川のレフト前ヒットで先
制に成功する。対する北広島市職労は６回裏、ランナー２人を置きつつ４番の一打で同点に追いつく。なおもランナー
２・３塁のこのタイミングで太田市職労は投手を交代、相手の勢いを止めたかったが、２人がホームインし北広島市
職労に逆転を許してしまう。太田市職労は続く７回表にすぐさま１点を返したが、その裏には北広島市職労に出塁を
許し、タイムリーツーベースで１点追加、さらにタッチアップの間にもう１点と突き放されてしまう。太田市職労は
８回表に４番早川のスリーベースヒットで１点差まで追いついたが反撃も叶わず、２時間の時間制限ルールによる８
回打ち止めで北広島市職労が決勝へ進んだ。（４-５●）

　残念ながら優勝を逃してしまいましたが全国大会３位は素晴らしい成績です。野球部の監督・選手の皆様、本当に
お疲れさまでした。また、組合員の皆様、応援ありがとうございました。来年はぜひとも会場で一緒に応援しましょう。

※自治労『大会速報』（第 32 回全日本自治団体職員等野球選手権大会全国優勝大会新潟県実行委員会）より文章引用・一部改変。


